
平成21年 5月 18日 に日本インプラント臨床研究会

特別研修会が東京ステーシヨンコンファレンスにて

行われた。

今回の特別研修会には全国から56人の会員、勤務

する歯科医師、歯科技工士、歯科衛生士が参加した。

今回の特別研修会は、歯肉と調和した審美補綴に精

通されている東京都開業の行田克則先生と歯科技工

士の有限会社バーレーン 月ヽ田中康裕氏をお招きし

て、「歯科医師と歯科技工士とのコラボレーション」

という演題でご講演いただいた。

行田先生は、天然歯における歯肉退縮の原因の

多くはオーバープラッシングであり、先ずはこれに

対して歯科衛生士を通じて適切に指導することが重

要と述べた。またこのような症例に安易なCTGや

FGGを行う事への警鐘を鳴らした。

審美補綴においては、そのマージン形成を歯肉溝

までの範囲にとどめ、歯肉溝底から歯槽骨頂までの

いわゆる“生物学的幅径 (Biologic Width)"にはマー

ジンを設定してはならないというのが通説である。

しかし行田先生は生物学的幅径については定義があ

いまいであることから、生物学的幅径にとらわれな

いマージン設定を行っている。

具体的には、生物学的幅径には歯冠よりの上皮性

付着と根尖よりの繊維性付着があり、歯肉溝は通常

0.69mmと いわれているが、臨床のプロービングで

はこのような浅い数値になる事はほとんどなく、臨

床のプロービングではその先端は上皮性付着と繊維

性付着の境界部から0.5mmほ ど歯冠よりのところで

止まる。したがって深い繊維性付着は介入してはな
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らないが、上皮付着の範囲であればこの部までマー

ジン設定は可能であり、この位置から圧排糸の直径

程度歯冠よりのところの歯肉縁下までマージンを設

定するのが妥当としている。

そしてクラウンのマージン部から歯肉頂上までの

部分をアンダーカントゥアに、そこから立ち上がる

ところをややオーバーカントゥアにしたエスシェイ

プとよばれる形態を作った十分にグレーズされたセ

ラミックが入ることで、上皮とのヘミデスモゾーム

様の付着が期待できることにより、歯肉と調和した

審美補綴を完成させている。

行田先生は天然歯の保存にこだわる事が当然であ

る事を前提として、インプラントに関する審美補綴

を成功させるためのポイントとして、インプラント

周囲特に唇側の骨がしっかり残っているようにする

こと、インプラント間を3mm以上あけることより

もフイクスチャーレベルより上まで骨があがってい

るかが重要であると述べた。

これに続き小田中氏が歯科技工としてのエスシェ

イプの実際と、審美的インプラント上部構造の実際

について講演した。

隣接関係には、①天然歯同士、②インプラントと

天然歯、③インプラント同士の3種類があり、④イ

ンプラント同士の隣接関係における下部鼓形空隙を

満たすのが最も難しいとされている。このインプラ

ント同士の隣接関係における下部鼓形空隙を満たす

ために

1.ロ ングコンタクトにする

2.やや歯冠幅を広くして隣接をラツピング (重な
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